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〔提案事項〕 

 市民センターは設置後２７年が経過し老朽化が進んでいる一方で、市民会館大ホールの廃止

により利用増が見込まれる。トイレの洋式化など、市民がより利用しやすいよう早急な施設の

改善を求める。 

 

 

 

〔現況等〕 

 市民センターは、「福祉」、「保健」、「教育文化」の機能を備えた複合施設として、平成４年

１０月に開設され、令和４年１０月で３０年が経過した。このため、文化ホールの舞台吊物や

音響機器をはじめ様々な設備が老朽化しており、緊急度の高い設備から年次的に改修を行なっ

ている。 

これまでの改修のうち近年のものでは、平成２９年度～３０年度の「ふれあいプラザ」空調

設備や照明設備の改修、平成３１年度の「文化ホール」空調設備の長寿命化のための分解点検

整備がある。 

 令和２年度には、市民会館大ホール廃止に伴う補完措置として、文化ギャラリー等で文化ホ

ール内の視聴が可能な映像機器を設置した。 

 また、令和４年度には、舞台吊物設備、舞台天井反射板照明設備ＬＥＤ化及び舞台音響設備

等の改修を行った。 

 

 

 

〔政策提案を受けての対策〕 

 市民センターでは様々な設備が老朽化しているため、その改修には多額の費用と工期が必要

であることから、市民センター全体の整備方針を決定し対応していかなければならないと考え

ている。 

 

〔対応状況・令和５年６月末現在 完了〕 

  

令和４年度、５年度の２か年でトイレを改修し、市民センター内のすべてのトイレの洋式化

を完了する予定である。その他の施設については、令和５年度に、舞台吊物設備の改修及びホ

ール棟照明設備のＬＥＤ化を行い、今後も計画的にその他の設備等を改修していく。 

 

 

 


